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第１６回 協働実践研究会 10周年

世界に広がる協働実践
１０年の歩みとこれから

自由討論

１．羅曉勤（台湾：銘伝大学）
２．朱桂栄（中国：北京外国語大学

北京日本学研究センター）
３．趙宣映（韓国：仁川大学）
４．木村かおり（マレーシア：マラヤ大学）

司会 舘岡洋子

～協働学習は国・地域を超えて

どのように受容され、拡張していくのか～

台湾銘傳大学

羅曉勤

台湾の“協働学習”や“協働の考え”の変遷

＊初・中等教育で新学習要領は2019学
年度から起動
＊新学習要領の理念に基づき、協働を
求めるアクティブラーニングの必要性

初・中等教育における協働の導入

Si下からの影響
SNS・メディアによる拡散

高等教育における協働学習

•頑張っている先生がいるが、連携が少ない
•実践研究としては受け入れられる動きが見られる
•協働なのか、グループ活動なのか。
•実践報告？実践研究？

→実践目的・実践手順の拠り所の不明瞭
→制度により、研究業績の量への重視に原因
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